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■ぼくたちこんなにひろったよ！ポイステはやめてくれ～ （クリーンアップ！！大洗）

宣
大貫台地埋蔵文化財発掘調査

●縄文時代の文化にふれる！！

）
 



0文 にぶれる！！

e-...可T‘冴冑看一ー、＂占:1-•名•→·
▲大貫貝塚からは数多くの土器や石器が出土

....縄文注□土器（大貫貝塚） ....縄文土器（大貫貝塚）

町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
1
0
年
4

月
か
ら
1
2
年
3
月
ま
で
の
予
定
で
大
貫

台
地
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
大
貫
台
地
住
宅
開
発
に
伴
い

約
4
万
8
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
調
査
発

掘
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
地
域
内
で
縄
文
時
代
中
・

後
期

の
集
落
遺
跡
や
貝
塚
が
発
掘
さ
れ
て
い

ま
す
。

縄
文
時
代
中
・
後
期
の

集
落
遺
跡
や
貝
塚
を
発
掘

｀ 藩

． 
大洗石校

： 

古代人の
生活に思いをよせて

貝
塚
や
昔
の
人
の
ご
み
捨
て
場
に

は
、
た
く
さ
ん
の
土
器
の
か
け
ら
や
貝

が
ら
が
散
ら
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

は、

捨
て
た
時
代
ご
と
に
高
さ
が
違
っ

て
い
て
、
土
器
の
か
け
ら
を
再
利
用
し

て
い
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

昔
の
人
た
ち
は
、
こ
わ
れ
た
物
で
も

知
恵
を
使
っ
て
利
用
し
、
自
然
を
守
っ

古
代
人
か
ら
学
ん
だ
再
利
用

大
貫
小
6
年
宮
本
明
歩

大
貫
小

・
夏
海
小
の
6
年
生
約
8
0
名

が
5
月
1
6
日
と
6
月
1
2
日
に
発
掘
現
場

を
見
学
し
ま
し
た
。

6
年
生
は
社
会
科
の
授
業
で
「
縄

文

・
弥
生
時
代
」
の
勉
強
を
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
ま
た
と
な
い
体
験
学
習

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

発
掘
現
場
で
は
、
縄
文

．

奈
良
•
平

安
時
代
の
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
て
数

多
く
の
石
器
や
土
器
、
貝
殻
、
動
物
の

骨
な
ど
が
出
土
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
現
場
の
考
古
学
の
先
生
か
ら
説
明
を

受
け
、
子
供
た
ち
は
じ
か
に
手
に
取
り

古
代
の
人
々
の
生
活
に
思
い
を
寄
せ
て

い
ま
し
た
。

4
千
年
前
の
イ
ノ
シ
シ
の
歯
を
さ
わ
っ
た
よ

大
貫
小
6
年
石
田
宜
大

大
貫
貝
塚
を
見
学
し
ま
し
た
。
大
勢

の
人
達
が
発
掘
作
業
を
し
て
い
ま
し

た
。
貝
塚
は
思
っ
て
い
た
よ
り
も
貝
の

量
が
す
く
な
く
て
、
当
時
の
人
た
ち
は

貝
よ
り
も
動
物
（
シ
カ

・
イ
ノ
シ
シ
）

を
食
べ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

じ
ぶ
ん
の
手
で
イ
ノ
シ
シ
の
歯
を
触

っ
て
み
ま
し
た
。
人
間
の
歯
と
同
じ
ぐ

ら
い
硬
か
っ
た
。

'98.7.6 広報おおあらい (2) 



大 -貝m 台 士也

坦i蔵 文 1ヒ
貝オ 発 オ屈 言届l

査 こ ご 凸

4000年の
眠りからさめて

大
貫
貝
塚

常
福
寺
遺
跡
の
西

・
南
側
斜
面
に
形

成
さ
れ
た
小
貝
塚
群
で
す
。
貝
塚
は
、

こ
の
地
域
で
は
珍
し
い
海
産
の
貝
類
を

主
体
と
し
、
年
代
は
縄
文
時
代
後
期
に

属
し
ま
す
。

じ
ょ
う
ふ
く
じ

常
福
寺
遥
跡

大
貫
台
地
内
の
遺
跡
で
は
最
大
規
模

の
面
積
で
す
。
現
状
は
大
部
分
が
畑
地

で
一
部
に
山
林
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

①
南
西
部
の
一
角
に
貝
塚
を
伴
う
縄
文

時
代
中
後
期
の
集
落
が
形
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
②
北
側
に
は
古
墳
時
代
前

1

中
期
を
主
体
と
す
る
小
規
模
な
集
落
が

存
在
し
ま
す
。
③
南
束
部
の
全
域
に
は
、

あ
と

奈
良
・
平
安
時
代
の
住
居
址
が
中
心
と

な
り
、

50
¥
60
軒
程
度
の
集
落
規
模
に

な
る
こ
と
は
確
実
で
す
。

ひ
じ
ょ
う

飛
城
逍
跡

常
福
寺
遺
跡
の
南
側
に
位
置
し
、
現

状
は
畑
地
で
す
。
遺
構
は
北
側
の
未
調

査
区
畑
地
か
ら
常
福
寺
遺
跡
の
一
部
を

形
成
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
遺
跡
、
貝
塚
に
つ
い
て
は
、

現
在
発
掘
と
整
理
作
業
を
行
っ
て
い
ま

と
じ
ょ
う

す
。
今
後
の
登
城
速
跡
（
古
墳
時
代
＼

平
安
時
代
の
遺
物
及
び
集
落
跡
）
、

ふ
る
う
ち

古
内
遥
跡
（
縄
文
時
代
中
・
後
期
の
土

ぉ
ち
が
み

器

・
石
器
な
ど
）
、
落
神
遥
跡

（
弥
生

時
代
後
期
＼
平
安
時
代
の
集
落
跡
）
の

3
遺
跡
に
つ
い
て
順
次
調
査
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

5
つ
の
遺
跡
と
貝
塚
の

発
掘
調
査
の
状
況

＊
大
貫
貝
塚
人
た
ち
の

狩
り
と
漁
の
食
生
活

貝
塚
か
ら
は
、
中
型
の
哺
乳
動
物
の

ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
、
カ
モ
類
の

骨
、
ク
ロ
ダ
イ

・
ス
ズ
キ
・
フ
グ
・
サ

メ

・
ボ
ラ
・
ウ
ナ
ギ
な
ど
の
骨
が
貝
殻

や
土
器
と
と
も
に
沢
山
で
て
い
ま
す
。

貝
類
は
、
海
水
産
の
八
マ
グ
リ
・
カ

ガ
ミ
ガ
イ
・
バ
カ
ガ
イ
・
カ
キ

・
サ
ル

ボ
ウ

・
コ
タ
マ
ガ
イ
や
サ
ザ
エ

・
レ
イ

シ
の
ほ
か
に
、
汽
水
産
の
大
型
ヤ
マ
ト

シ
ジ
ミ
な
ど
も
含
ま
れ
、
み
な
大
変
お

い
し
い
高
価
な
食
材
ば
か
り
で
す
。

大
貫
貝
塚
人
の
食
生
活
を
考
え
る

と
、
本
当
に
羨
ま
し
く
思
わ
れ
て
き
ま

す。＊
す
ば
ら
し
い
生
活
の
知
恵

道
具
作
り
の
名
人

生
活
用
具
の
一
っ
に
魚
を
釣
る
ツ
リ

井
上
義
安

バ
リ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
シ
カ
の
角

が
材
料
で
す
。
シ
カ
を
捕
獲
す
る
こ
と

は
、
肉
を
食
用
に
し
、
毛
皮
を
利
用
す

る
ほ
か
に
、
そ
の
骨
角
に
加
工
し
て
道

具
を
作
る
目
的
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

ま
す
石
器
を
使
い
角
の
分
岐
部
を
残

し
て
、
適
当
な
大
き
さ
に
切
り
取
り
、

そ
れ
を
半
分
に
縦
割
り
し
、
余
分
な
と

こ
ろ
を
削
り
取
っ
て

形
を
整
え
ま
す
。

写
真
(

2

p
下
段
）

の
ツ
リ
バ
リ
は
、
大

貫
貝
塚
人
が
作
っ
た

も
の
で
、
数
千
年
前

の
縄
文
人
の
生
活
の

知
恵
に
は
、
現
代
の

私
た
ち
も
学
ぷ
こ
と

が
沢
山
あ
り
ま
す
。

日
本
考
古
学
協
会
員

記｀ 6 

(> 

石
に
竹
で
穴
を
開
け
る
な
ん
て
不
思
謂

夏
海
小
6
年
清
宮
由
香
里

て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
私
達
も
見

習
っ
て
自
然
を
大
切
に
し
て
行
け
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。

び
っ
く
り
し
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
l

つ
は
、
昔
も
今
も
生
活
は

似
て
い
て
、
器
で
食
べ
物
を
煮
た
り
、

こ
み
を
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
捨
て
る
こ

と
。
も
う
―
つ
は
、
石
に
穴
を
あ
け
た

こ
と
。
お
そ
ら
く
竹
を
使
っ
て
穴
を
あ

け
た
の
で
は
と
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た

が
、
実
際
に
や
っ
て
み
て
本
当
に
穴
が

開
く
の
か
不
思
議
に
思
い
ま
す
。
土
器

の
縄
目
も
よ
う
も
き
れ
い
に
つ
け
て
あ

る
し
、
よ
く
こ
わ
れ
な
い
で
永
く
つ
か

え
た
な
ー
と
思
い
ま
し
た
。
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『日本の水浴場55選
～清潔•安心•楽しい水辺～』 に選ばれる！

水浴場とは？
海水浴場という言葉は一般的ですが、海だけでなく、湖や川
の泳げるところも全部まとめて環境庁では「水浴場」とい
う言葉で呼んでいます。

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、
全
国
の
水
浴

場
の
中
か
ら
、
我
が
町
の
海
水
浴
場
が
「
日
本
の
水

浴
場
5
5
選
」
に
選
ば
れ
、
去
る
5
月
2
8
日
、
環
境
庁

長
官
か
ら
小
谷
町
長
に
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。選
定
基
準
は
「
水
質
、
自
然
環
境
、
景
観
」
「
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
、
ク
リ
ー
ン
」
「
安
全
性
」
「
利
便
性
」

「
総
合
」
の
5
つ
。
こ
れ
ら
す
べ
を
ク
リ
ア
し
た
5

つ
星
水
浴
場
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
す
。

我
が
町
の
海
水
浴
場
は
泳
い
だ
り
、
水
遊
び
を
す

る
身
近
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
環
境
と
い
う
観
点
か
ら
も
水
環
境
、
自
然
環

境
の
保
全
の
場
、
生
物
の
生
息
の
場
な
ど
多
く
の
役

割
を
果
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
漁
業
活
動
の
場
な
ど
地
域
の
人
々
の
生
活

や
文
化
と
深
く
関
わ
り
、
地
域
の
個
性
を
形
づ
く
つ

て
い
ま
す
。

こ
の
素
睛
ら
し
い
海
水
浴
場
を
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
に
も

「清
潔
、
安
心
、
楽
し
い
水
辺
」
の
環

境
維
持
に
こ
協
力
下
さ
い
。

6
月
2
5
日
（
木
）
か
ら
7
月
1
1

間◆ 息投レ を◆ 確際し ◆ で ◆ さ年きで月 ◆ 町＾ 月

は呆 芭旱：：：；贔 ＇呆 讐且］饂 腐了； 篇畠悶責讐 1B]昌喜饂’房旦習畠
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者 すなな冠 者 忘入当入 は 間 時 間 る日力住前以 で なさ投公議
投 るいど婚 投 れ場日場：延 か は 方以月民に上 き いん票ー＝
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で、で旅 こ 票に送 8 ー平帳た 53 ：ま事れ 忘
： き当行 利 所行い 時 登成に方年しなま 7挙
ま一日・ 用 のくた ま 録 l0引ー 7 よ ー す 月 は

期 ゜在 ・■'■■---------- -0 L- 日 6

·'』=·'~!!Iヽ !!!!I冒n”□!!!!匹ill
念町 合 ·`u』U~せ票 場 8 む日
合 場忘 口 めれ投た投方 便 ◆ すーるい入不 越人 を こか 階 ま 日 土
＾総挙 せ にて票だ票は .....お こ ゜不こ場場廻 しが さな利設 住 で午 ―

g靡冒 晨胃塁し、畠祠ご坊 ほ 畠合、喜雰岩 ；入 琴ぉ雙喫 舟了智累
内こ内責 すまきそ度 院 入不 不 投確 1ままり さ場 際-,翌塁 l 時 時 の・
ーム ねするれが 一 院自 在 華旬‘だ［ い券 は不ぃぃ ル 間 30土
雙『 扇 ［、の条ぞあでさ息 喜 巴ぞ‘ご届t- °を ‘在 。まに延 分

務 さで件れりのれ方 声 がき本いこ＾ 持必 者 す不長 か 日

3 1 局 り戸贔言累雪：は 君 ：且を：晨畠 そ茎隣 塁畠口阜零
早ら者゜者るi : ま‘あな‘は お本 ‘投 役 後 含

大
事
な
一
票
願
い
を
込
め
て

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
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昨年発足した中高教連絡協議会の総会が6月

25日に開催された。この会は、我が町の中学校

と曝立大洗高等学校そして教育委員会で組織し、

お互いに情報交換を密にし、我が町の多くの子供

たちに、大洗高校に入学してもらい、地元として

大洗高校を盛り上げていこうとするものです。

かえりみれば、我が町へ県立高校を作りたいと

いう願いは、実現するまでの間、 20年間も燃え

続け、昭和46年7月高校誘致期成会を作ること

で運動が開始されたのです。当時は、誘致の地元

が土地を手当することが学校建設の条件でした

が、地主の皆さんの理解と協力により短期間で用

地が取得できたのです。建設当時「大洗高校は

有名校より優秀校を目指すべき」と当時の町教育

長の言葉を思いおこします。当時、地元中学校か

らも多くの入学者（約50%)があり、地元父兄

を中心に大洗高校を後押しし、学力向上と体力の 小
ノ・

鍛練、人間を磨く場であるという点で堅実な校風 合こ

を作りながら地域の特色あるカラーを出す、こん 床
な取り組みに学校も地域も力が入ったのです。開 元
校10周年記念事業として昭和58年に結成されたマ＿チングバ

ンドは、これまでにも数々の質を受賞し、本年1月の全国大会

では日本一にも輝きました。このことは町の名営でもあり誇り

とするところです。しかしながら、今は地元から入学している

生徒は427名中85名で、全体の20％にとどまっているのです。

わたしは、大洗高校誘致時の町民の熱意を考えれば、もっと

我が1HJの中学校からの入学者を多くし、かつての大洗町全体で

盛り上げた大洗高校にしたいと願っています。今年から、南中

校舎の建て替えが始まります。時代を担う人間教育の場として

全国でも数少ない教科型方式を採用しました。幼稚園から高校

までの教育環境が、他の地域からも高く評価され、大洗でぜひ

学ばせたいという、そうした教育環境の創造に取り組んでいき

たいと考えています。

00 

大
洗
町
長

私
た
ち
が
住
む
ま
ち
は
、
自
ら
の
手

で
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
町
主
催
に
よ

る
「
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
11
大
洗
」
を

6

月
28
日
に
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
早
朝
か
ら
町
内
の
各
種
団

体
(

3

8

団
体
）

、
町
内
会
(

3

6

町
内
）

や
町
民
の
皆
さ
ん
、
町
職
員
な
ど
総
勢

2
、
7
4
6
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参

加
。
各
班
ご
と
に
分
か
れ
、
町
内
主
要

道
路
や
大
洗
海
岸
、
大
洗
港
、
マ
リ
ン

タ
ワ
ー
周
辺
、
サ
ン
ビ
ー
チ
海
岸
、
大

貫
橋
周
辺
、
夏
海
幹
線
道
路
周
辺
な
ど

に
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
等
の
ご
み
の
回

収
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

約

2
時
間
か
け
て
拾
い
集
め
ら
れ
た

こ
み
の
総
璽

里
は

16
.
6
ト
ン
。
そ
の

内
ア
ル
ミ
・
ス
チ
ー
ル
缶
合
わ
せ
約

4
7
0
k
g
の
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
ご
み
が

回
収
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
「
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ

甘
大
洗
」
以
外
で
も
倫
理
研
究
所
大
洗

支
部
や
ロ
ー
タ
リ
ク
ラ
ブ
、
各
金
融
機

関
、
小
中
学
校
、
各
種
団
体
、
各
事
業

所
、
地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
た
く
さ
ん
の

方
々
が
自
主
的
に
道
路
や
海
岸
の
清
掃

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
校
誘
致
時
の
熱
意
を
も
う
一
度

皆
さ
ん
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

． 
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
＂
■

大
洗

こ
協
力
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た

（
 

水谷勉氏が固定資産

評価審査委員に任命

私
た
ち
の
町
は
、
道
路
、
鉄
道
、
港

湾
と
い
っ
た
社
会
資
本
の
整
備
も
順
調

に
進
み
、
ま
た
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て

も
夏
季
を
中
心
に
年
間

3
0
0
万
人
の

方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
は
、
中
心
商
店
街
の

空
洞
化
な
ど
、
小
売
商
業
の
環
境
は
、

次
第
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
観
光
業
と
地
元
産
業
（
漁
業
、

商
業
、
水
産
加
工
業
、
農
業
）
の
地
域

内
連
携
不
足
な
ど
、
地
域
資
源
に
恵
ま

れ
な
が
ら
も
、
そ
の
活
用
が
十
分
と
は

い
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
ち
の
経
済
活
性
化
に
は
、
地
域
内

の
異
業
種
が
密
接
に
連
携
し
、
相
乗
効

果
を
高
め
る
た
め
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
し
て
い
る
方
々
、
地
域
を
超
え

た
積
極
的
な
意
見
を
述
べ

て
い
た
だ
け

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
臼
田

一
郎
氏
の
死
去
に
伴

い、

6
月
16
日
に
開
か
れ
た
町

議
会
の
承
認
を
得
て
、
新
た
に

水
谷
勉
氏
(

6

0

歳
・
一
丁
目
2

区
）
を
、
同
委
員
に
任
命
し
ま

し
た
。

水
谷
委
員
の
今
後
の
ご
活
躍

を
期
待
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
故
白
田
委
員
は
就
任

以
来
6
期

17
年
間
ご
活
躍
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
こ
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
本
町
に
は
水
谷
委
員

の
ほ
か
次
の
方
々
が
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
に
任
命
さ
れ
て

い
ま
す
。
（
敬
称
略
）

米
川
武
夫
(

7

3

歳

．松
川
第
2

)

渡
辺
喜

一(
6

5

歳

・南
清
水
ー
区）

大
洗
町
役
場
商
工
観
光
課
宛
郵
送
か

F
A
X
(
2
6
6
)
2
4
ー
2
ま
で
。

る
方
々

27
名
に
お
願
い
し
、
「
大
洗
町

地
域
経
済
活
性
化
懇
話
会
」
を
設
置
し

検
討
を
始
め
ま
し
た
。

懇
話
会
に
は
、

3
つ
の
分
科
会
(

3

7

名
）
が
設
け
ら
れ
、

①
異
業
種
間
の
連

携
に
よ
る
町
全
体
の
産
業
の
元
気
づ
く

り。

②
最
大
の
資
源
「
海
」
の
魅
力
を

活
か
す
産
業
の
活
性
化
方
策
。
③
町
の

魅
力
度
を
高
め
る
た
め
の
他
地
域
と
の

交
流
、
イ
ベ
ン
ト
の
創
設
な
ど
を
議
論

し
、
新
し
い
地
域
活
性
化
方
針
な
ど
の

提
言
に
向
け
て
、
現
在
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

町
全
体
の
活
性
化
に
向
け
て
、
町
民

の
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
提
言
を
お
寄
せ

下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

-
T
3
l
l
|
l
3
9
2
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東海道弥次喜多道中 を踏破しよう！！
708詞

渭肩劃寵ウオーキング州罐
①
申
込
の
日
か
ら
平
成
1
年

1
月
2
9
日

ま
で
の
期
間
中
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
行

い
、
日
誌
に
歩
行
数
を
記
入
し
、
地
図

上
で
大
阪
を
目
指
し
東
海
道
7
0
8
k
m

を
踏
破
し
ま
す
。

②
1
0
月
2
5
日
（
予

定
）
に
は
、
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
大
会
を

実
施
し
ま
す
。
家

族
や
友
人
と

一
緒

に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。
③
期
間
内
に
目
的

地
に
到
達
し
た
方

に
は
、
到
達
証
書

と
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

上手な歩き方

｀

』

ゃ
す
福介

で
覧
‘

の

ィ

う

し

靴

フ

ま

ゅ

な
つ
き
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
実
施
内
容
は

大
阪
を
目
指
し
、
東
海
道
7
0
8
k
m

を
踏
破
し
ま
せ
ん
か
。
町
民
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
／
町
内
に
居
住
す
る
3
0
歳
以

上
の
方

募
集
人
員
／
先
着
3
5
0
名

受
付
期
間
／

8
月

3
日
1
9月
3
0
日

受
付
場
所
及
び
時
間
／

保
健
課
(

8

時
3
0
分
1
1
7
時
ま
で
）
及

び
保
健
セ
ン
タ
ー
(

1

5

時
3
0
分
1
17
時

ま
で
）
結
核
・
基
本
健
診
実
施
期
間
内
(

9

月

6
日
1
3
0
日
）
は
各
会
場
で
受
付
ま
す
。

町
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

会
員
募
集
＂
＂

／ 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト

■や
や
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
歩
く
。

■歩
幅
を
広
げ
て
歩
く
。

■l
回
3
0
分
以
上
歩
く
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果
は

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
は
、
運
動
療
法
と
し

て
生
活
習
慣
病
の
予
防
効
果
が
あ
り
ま

す
。■肥
満
の
予
防

■ス
ト
レ
ス
の
解
消

■骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

■老
化
防
止

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
注
意
点

■生
活
習
慣
病
等
の
持
病
が
あ
る
方
は

必
す
事
前
に
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。■無
理
は
禁
物
。
体
を
慣
ら
し
て
か
ら

歩
き
ま
し
ょ
う
。

■天
候
や
体
調
が
悪
い
日
に
は
中
止
し

ま
し
ょ
う
。

大洗町健康福祉センターの愛称は

ぃ•パ▲‘

ゆっくら健靡館
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
4
月
号
で
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
な

ん
と
3
2
0
点
も
の
応
募
が
あ
り
ま

6
月
1
0
日
1
2
名
の
委
員
に
よ
る

選
考
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
座
長
を

伊
藤
町
議
会
議
長
に
お
願
い
し
て
選

考
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
と
な
っ
た
の
は
成
田
町

の
大
内
啓
子
さ
ん
の
作
品
で
“
湯
久

楽
＂

（
ゆ
っ
く
ら
）
。
「健
康

•

長
生

き
は
、
気
持
ち
を
ゆ
っ
た
り
と
し
て

お
湯
に
つ
か
る
こ
と
」
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

“
ゆ
っ
く
ら
は
“
ゆ
っ
く

P
の

方
言
で
す
が
、
「
方
言
は
文
化
で
あ

る
こ
と
」
「
素
朴
な
感
じ
が
良
い
」

等
の
意
見
が
各
委
員
さ
ん
か
ら
出
さ

れ
ま
し
た
。

愛
称
は
、
語
呂
（
言
い
や
す
さ
）

と
施
設
の
設
置
目
的
を
加
え
た
補
作

を
し
て
、

『ゆ
っ
く
ら
健
康
館
』
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
民
の

皆
様
の
こ
愛
顧
が
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

な
お
、
表
彰
式
は
来
年
4
月
に
予

定
し
て
い
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
に

て
行
い
ま
す
。

し
た
。

'98.7.6 広報おおあらい (6) 



れからの
齢者介護

＿ 
膚鰭輯鯖鵬置が
はじまり攀言
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
は
？

高
齢
社
会
の
な
か
で
、
私
た
ち
に
と
っ
て
他
人
こ
と
で
な
い
の
が
介
護

の
問
題
。
平
成
12
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護
保
険
法
で
、
在
宅
の
介

護
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？
今
後
細
か
い
点
は
政

令
な
ど
に
よ
り
定
め
ら
れ
ま
す
が
、
今
回
は
制
度
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し

ま
す
。

ど
の
よ
う
な
保
険
で
す
か
？

介
護
保
険
は
、
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う

な
ど
で
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

（
要
介
護
状
態
）
に
な
っ
た
り
、
家
事

や
身
じ
た
く
な
ど
日
常
生
活
に
支
援
が

必
要
な
状
態
（
要
支
援
状
態
）
に
な
っ

た
と
き
、
介
護
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
に
対
し
て
、
一
定
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

6
5
歳
以
上
の
人
（
第
1
号
被
保
険
者
）

と
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
（
第

2
号
被
保
険
者
）

が
介
護
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

保
険
料
は
？

第
1
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
収

入
に
応
じ
て
5
段
階
に
設
定
し
、
主
に

年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
ま
す
。（
全
国
平

均

l
人
当
た
り
月
額
2
千
5
0
0
円
程

度
〈
平
成
7
年
度
価
格
〉
）

第
2
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
料
に
加

算
し
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。

市
町
村
に
要
介
護
認
定
の
申
請
を
し

て
、
ま
す
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
申
請
を
し
ま
す
と
、
町
職
員

等
が
調
査
を
行
い
、
そ
の
調
査
結
果
と

か
か
り
つ
け
医
の
意
貝
書
に
よ
り
、
介

護
認
定
審
査
会
で
判
定
し
、
認
定
の
決

定
を
行
い
ま
す
。
認
定
さ
れ
る
と
、
本

介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
と
き
は
？

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
ま
す
か
？

人
の
希
望
を
尊
重
し
て
、
介
護
支
援
の

専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
が
介
護

サ
ー
ビ
ス
計
画
を
立
て
、
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
介
護
認
定
の
結
果
、
要

介
護
度
が
重
く
、
2
5
万
円
分
の
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
る
と
決
定
通
知
が
来
た

と
し
ま
す
。
2
5
万
円
が
現
金
で
給
付
さ

れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
現
物
給
付
）

の
で
、
そ
の
範
囲
で
必
要
な
、
ま
た
は

利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
を
介
護
サ
ー
ビ

ス
計
画
と
し
て
組
ん
で
も
ら
う
わ
け
で

す
。
そ
し
て
、

3
ヶ
月
か
6
ヶ
月
と
い

っ
た
（
ま
だ
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
）

一
定
の
期
間
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、

継
続
し
て
介
護
が
必
要
な
と
き
は
再
認

定
を
受
け
、
ま
た
ケ
ア
を
受
け
る
と
い

う
し
く
み
で
す
。

介
護
保
険
で
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
ま

た
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま

す。■在
宅
サ
ー
ビ
ス

▽
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
フ
）

▽
訪
問
入
浴
▽
訪
問
看
護
▽
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
▽
日
帰
り
リ

八
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ
ア
）

▽
居
宅
療
養
管
理
指
導
（
医
師

・
歯
科

医
に
よ
る
訪
問
診
療
な
ど
）
日
帰
り

介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
芝
短
期
入

利
用
者
の
負
担
は
？

所
生
活
介
護
（
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
）

▽
短
期
入
所
療
養
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
）
▽
痴
ほ
う
対
応
型
共
同
生
活

介
護
（
痴
ほ
う
性
老
人
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
）
▽
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
に
お

け
る
介
護
▽
福
祉
用
具
の
貸
与
・
購

入
費
の
支
給
▽
住
宅
改
修
費
の
支
給

（
手
す
り
、
段
差
の
解
消
な
ど
）

■施
設
サ
ー
ビ
ス

▽
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
）
▽
介
護
老
人
保
健
施
設

（
老
人
保
健
施
設
）
▽
介
護
療
養
型

医
療
施
設
（
老
人
病
院
や
療
養
型
病
棟

な
ど
）介

護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

場
合
、
利
用
者
は
か
か
っ
た
費
用
の
ー

割
を
負
担
し
ま
す
。
ま
た
、
施
設
入
所

の
場
合
、
食
費
は
医
療
保
険
と
同
様
の

利
用
者
負
担
が
あ
り
ま
す
。

※
町
で
は
、
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計

画
を
策
定
す
る
準
備
の
た
め
に
今
年
度

は
、
高
齢
者
等
実
態
調
査
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ

役
場
福
祉
課

高
齢
福
祉
係
介
護
保
険
担
当

6

(
2
6
7
)
5
l
l
l
 

内
線
ー
5

4
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載
壇

．． ． ． 
み
ん
な
の
ひ

薔
薇
固
を
車
椅
子
に
て
賞
で
な
が
ら
友

と
日
差
の
中
の
ひ
と
と
き

角

ー
ニ

区

前

原

青

崖

〔
評
〕
車
椅
子
の
作
者
は
友
人
の
助
け

で
バ
ラ
園
に
ひ
と
と
き
を
過
す
と
い

う
。
＿
粒
の
米
も
粗
末
に
せ
ぬ
教
え
我
守
る

べ
し
人
は
笑
え
ど
も

蔵

前

二

区

田

山

佳

風

＼

＼

 

し
し

〔
評
〕
「
朝
な
夕
な
飯
く
ふ
こ
と
に
忘
れ

じ
な
め
ぐ
ま
ぬ
民
に
恵
ま
る
る
身
は
」

と
い
う
徳
川
斉
昭
の
質
素
・
倹
約
の
歌

が
あ
る
。
「
め
ぐ
ま
ぬ
民
」
は
恵
ま
れ

な
い
貧
し
農
民
の
意
で
あ
り
、
「
農
人

形
」
が
今
に
残
さ
れ
て
い
る
。

遊
ぶ
こ
と
が
罪
悪
み
た
い
な
世
に
育
ち

「
今
は
遊
べ
」
と
戸
惑
う
我
は

祝

町

五

区

石

澤

き

み

〔
評
〕
時
代
と
供
に
教
育
の
視
点
の
変

転
。
作
者
の
惑
つ
姿
が
見
え
る
。

「
大
発
見
雲
も
一
緒
に
動
い
て
い
る
」

ほ

は

ば

と
孫
の
歩
巾
で
歩
く
も
楽
し

寺

釜

九

区

三

村

佳

江

〔
評
〕
歩
む
歩
巾
が
発
想
の
歩
巾
と
も

受
け
取

nれ
る
い
い
歌
で
あ
る
。

と
き

木
蓮
の
花
咲
く
季
は
思
い
出
づ
子
の
結

婚
は
い
く
と
せ
経
た
る

大
貫
新
町
小
野
瀬
イ
シ

〔
評
〕
木
蓮
の
大
樹
が
空
一
杯
に
白
花

を
つ
け
る
。
子
へ
の
親
心
の
表
白
。

●
勝
山
一
美
選

街
路
樹
の
銀
杏
若
芽
の
清
し
か
り
連
休

ち
ま
た

明
け
の
街
を
ゆ
け
ば

寺

釜

五

区

堀

野

満

穂

〔
評
〕
な
ん
で
も
な
い
日
常
風
景
で
あ

ま
と

り
な
が
ら
、
上
手
に
纏
め
て
い
る
。

読
経
の
声
和
し
な
が
ら
火
入
式
梵
鐘
の

型
よ
う
や
く
成
り
ぬ

蔵

前

三

区

鴨

川

靖

〔
評
〕
火
入
式
に
居
合
わ
せ
る
作
者
の

祈
り
心
が
伝
わ
っ
て
く
る
歌
で
あ
る
。

め

丸
太
一
尾
釣
り
し
女
孫
を
ほ
め
や
り
ぬ

堤
の
石
の
ぬ
く
も
り
の
う
え

船
渡
三
区
照
沼
と
よ
子

〔
評
〕
見
事
孫
の
釣
り
上
げ
た
丸
太
と

石
の
温
も
り
と
、
安
ら
ぎ
の
ひ
と
時
。

ほ

て

湯
上
が
り
の
顔
火
照
ら
せ
る
船
室
に
冷

え
し
十
六
茶
を
飲
み
合
え
り

祝

町

二

区

吉

川

和

〔
評
〕
大
洗
カ
ー
フ
ェ

リ
船
室
の

一
駒
。

自
動
販
売
機
の
茶
も
種
々
あ
る
。
い
ろ

散
歩
路
の
花
芽
膨
ら
み
淡
々
と
彩
ず
き

そ
め
ぬ
桜
並
木
は
仲
町
四
区
庄
司
千
代
子

っ
ぽ

〔
評
〕
花
芽
の
苔
み
が
色
す
き
始
め
た
。

日
本
の
春
の
訪
れ
で
あ
る
。

か

縄
跳
び
の
波
大
き
く
て
入
れ
ざ
る
彼
の

日
の
こ
と
き
赤
き
落
日

髭

釜

六

区

川

崎

京

子

〔
評
〕
伊
東
左
千
夫
を
思
わ
し
め
る
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
把
握
で
あ
る
。

う
し
ろ
で

少
年
の
並
び
魚
釣
る
後
姿
の
未
来
に
向

ぅ
＿
途
さ
み
せ
て

永
町
十
六
区
身
内
ゆ
み

〔
評
〕
無
心
は
と
き
に
深
い
心
層
を
持

つ
。
作
者
は
、
そ
れ
を
受
け
止
め
た
。

山
峡
の
湯
宿
に
深
く
身
を
沈
め
か
じ
か

の
声
を
近
々
と
き
く

永
町
十
六
区
猪
瀬
ゆ
き

〔
評
〕
日
本
人
は
事
の
外
温
泉
好
き
。

か
じ
か
の
声
は
更
に
余
情
を
深
め
る
。

初
め
て
見
る
制
服
姿
の
孫
の
来
て
吾
を

見
舞
う
と
百
合
抱
え
お
り

寺

釜

五

区

米

川

和

子

〔
評
〕
中
学
生
で
あ
ろ
う
か
。
制
服
姿

に
喜
び
を
感
じ
る
。
見
舞
も
ま
た
。

や
し
ろ

ウ
グ
イ
ス
の
声
澄
み
わ
た
る
み
社
の
草

汗
ば
み
て
引
き
つ
つ
い
た
り

永
町

一
区
高
崎
夫
左
江

〔
評
〕
気
持
ち
の
よ
く
透
っ
た
歌
で
あ

る
上
、
下
句
の
構
成
も
よ
い
。

は
る
し
お

松
林
越
し
に
ま
ば
き
ゆ
春
潮
の
光
の
帯

と
な
り
て
寄
せ
お
り

桜
道
三
区
田
部
田
す
す
ほ

〔
評
〕
大
洗
海
岸
の
風
景
を
実
に
巧
み

に
捉
え
て
い
る
。
「
光
の
帯
が
い
い
。
」

個
性
と
し
て
認
め
る
他
な
し
わ
が
眼
に

ぁ

こ

は
異
様
に
写
る
吾
子
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ

ン

永
町
十
六
区
身
内
ゆ
み

〔
評
〕
わ
が
子
と
言
え
ど
驚
く
べ
き
変

貌
。
成
人
す
る
ま
で
は
見
守
り
た
い
。

笑
わ
れ
て
太
き
指
も
ち
い
し
わ
が
父
の

百
歳
生
き
し
は
誇
り
と
思
う

南
清
水

一
区

広

木

チ

イ

〔
評
〕
生
れ
つ
き
指
太
で
あ
っ
た
と
い

う
。
そ
の
父
へ
の
思
込
め
ら
れ
た
歌
。

曇
り
日
の
海
は
や
ば
や
と
黄
昏
て
遥
か

入
り
来
る
船
の
き
ら
め
き

新
町

一
区

の

一

山

田

公

江

〔
評
〕
入
港
時
の
船
は
華
や
か
に
灯
を

点
し
何
と
も
言
え
な
い
風
情
で
あ
る
。

急

第2保育所 あらい

.ヽ,.̀ -4--―な
第2保育所

よしひとくん (5歳）

たやま あずさちゃん (5歳）

~ 

｀ 

ほ
く
・／―
．0
足
ー
示
ク

:
-

~

｝

一
？
グ
つ
乙
ギ
マ
ラ
リ
ー

）

歳5
 
んやち

.

1

》

gづ

｀
匂
L

彙
ニ
ド＂心 ‘̀ eぺ＇

`
 
第2保育所 すずき

鳥
尋

心
（きみえちゃん (5歳）

-
C
 ，
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「SL」 35~70mm F8 1/250 
宮村正徳

〔評〕空のグラデーション、鉄の質

感、煙や雲などで、 SLの力強さ

が良く出ています。

「木蓮」 1/125 

神主雅央

〔評〕バ ックを黒に して花と枝の良いところを

切 り取っています。花の配置も良いと思います。

200mm F5.6 

フォ
L
P
H
O
T
D
[講
評
]
萩

谷

茂

ま

わ

り

な

ど
七

月

は

、

梅

雨

も

明

け

て

夏

の

日

差

し

が

強

く

照

り

つ

け

、

植

物

に

は

き

び

し

い

季

節

と

な

り

ま

す

。

梅

雨

期

の

日

照

不

定

や

強

い

日

照

に

よ

る

葉

焼

け

、

乾

燥

に

よ

っ

て

病

害

虫

に

か

か

り

や

す

く

な

り

ま

す

。

殺

菌

剤

や

殺

虫

剤

を

散

布

し

、

虫

が

出

た

ら

す

ぐ

に

駆

除

す

る

な

ど

早

め

の

予

防

対

策

を

施

し

て

下

さ

い

。

ま

た

、

生

け

垣

や

庭

木

の

生

い

茂

っ

た

も

の

は

、

刈

り

込

み

を

し

て

風

通

し

を

良

く

す

る

の

も

間

接

的

な

改

善

策

に

な

る

で

し

ょ

う

。

今

月

の

種

ま

き

は

、

秋

に

咲

く

遅

蒔

き

の

花

が

間

に

合

い

ま

す

。

0種
で

ま

く

も

の

コ

ス

モ

ス

、

マ

リ

ー

ゴ

ー

ル

ド

、

ひ

0球
根

を

植

否

る

も

の

季
節
の花
だ
よ
り

アサガオ

グ

ラ

ジ

オ

ラ

ス

、

ナ

ッ

ズ

イ

セ

ン

、

コ

ル

チ

カ

ム

、

サ

フ

ラ

ン

、

リ

コ

リ

ス

な

ど

※

葉

ボ

タ

ン

の

種

ま

き

も

今

月

が

良

い

で

し

ょ

う

。

せ

っ

か

く

出

て

き

た

花

芽

や

葉

が

何

か

に

食

べ

ら

れ

て

し

ま

い

ま

す

。

原

因

は

？

A
考

え

ら

れ

る

の

は

ケ

ム

シ

、

ア

オ

ム

シ

、

ナ

メ

ク

ジ

、

カ

タ

ツ

ム

リ

、

ヨ

ト

ウ

ム

シ

な

ど

の

食

害

で

す

。

ケ

ム

シ

、

ア

オ

ム

シ

は

、

昼

間

、

葉

の

裏

や

茎

の

根

元

あ

た

り

の

涼

し

い

所

に

隠

れ

て

い

ま

す

の

で

、

つ

ま

み

取

る

か

殺

虫

剤

（

ス

ミ

チ

オ

ン

、

オ

ル

ト

ラ

ン

）

で

退

治

し

ま

し

ょ

う

。

ナ

メ

ク

ジ

、

カ

タ

ッ

ム

リ

、

ヨ

ト

ウ

ム

シ

は

夜

間

に

出

て

食

い

あ

ら

し

ま

す

の

で

、

つ

ま

み

取

る

か

殺

虫

剤

（

ナ

メ

カ

ッ

ト

、

ネ

キ

リ

ト

ー

ン

）

な

ど

で

処

置

し

ま

し

ょ

う

。

ま

た

、

ナ

メ

ク

ジ

は

飲

み

残

し

の

ピ

ー

ル

を

空

き

缶

に

入

れ

て

お

く

と

、

誘

い

出

し

て

退

治

で

き

る

の

で

試

し

て

み

て

は

い

か

が

で

し

ょ

う

か

。

花

づ

く

り

に

つ

い

て

疑

問

な

こ

と

が

あ

り

ま

し

た

ら

、

緑

化

推

進

協

議

会

事

務

局

（

役

場

都

市

計

画

課

内

）

ま

で

お

問

い

合

わ

せ

下

さ

い

。

（

大

貫

寛

昭

記

）

ー

町

緑

化

推

進

協

議

会

1

Q
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今ームりークか薔負0カキn
5月24日、町民バドミントン大会が町総合運動公園体育館で

行われ、 5部門72名がさわやかな汗を流しました。

バドミントンは見かけよりハードなスポーツで、スピード感あ

ふれる白熱した試合が繰り広げられ、次のとおり入賞者が決まり

ました。

男子A①高沢・堀組②大川・根本組③金沢・江橋組

男子B①峰岸・高橋組②尼崎 ・小石川組③高沢 ・菅谷組

男子C①川崎•石川組②佐藤 ・ 臼井組③大部・飛田組

女子A①吉岡 ・飯田組②大津 ・斉藤組③井村 ・兼子組

女子B①小松崎・横田組②木村 ・清水組③阿内 ・天野組

＜
 

▲さあいくわよ！まかせて 1

「そーれ！」訳？もかりー全餓
5月31日、 家庭婦人バレーボール大会が町総合運

動公園体育館で行われました。

6チームが参加し、日ころ家事などの忙しい合間を

~
 
ぬっての練習の成果を発揮、はつらつとしたプレーを

展開しました。

決勝戦は予選ブロックをストレートで勝ち上がって

きた大洗クラブとオリーブが対戦、気迫あふれる熱戦

でしたがオリーブが接戦を制しました。

成績は次のとおりです。

優勝オリーブ 準優勝

第3位いわふね 第4位

第5位わかば 第6位

オノチョッつ゚ ス
劇的な逆転優勝

大洗クラブ

ァップル

ウエーブ

◄

熱
戦
の
後
、
笑
顔
の
ー
コ
マ

第23回春季町民野球大会が5月10日・ 24日 ・31日の

3日間、町総合運動公園において18チームによるトーナメ

ントで行われました。

決勝戦は、息づまる投手戦でしたが、 9回2死満塁から

走者一掃の2塁打でオノチョップスが逆転勝ちをおさめ、

2年連続で春季優勝を飾りました。

試合の結果は次のとおりです。

優勝オノチョップス

準優勝 コナウィンズ

第3位 ニュースターズ

デイパーチャーズ

小野瀬満（オノチョップス）

米川 満（オノチョップス）

平野幸一（コナウィンズ）

II 

MVP 

打撃賞

敢闘賞

ューズ ，ー・・―竺

▲春季二連覇 ・王者の風格が

998.7 6 広報おおあらい (l 0) 



棄しく遥員、ますます元気

.....ウーン早く割れて一

5月29日に町総合運動公園体育館で、 60歳以上の方と身体障害

者の方が多数参加し、「いきいき体育祭」が開催されました。

小谷町長や篠原高齢者クラブ連合会長等の挨拶のあと、老人体操

で体をほぐして競技開始。どんどん投げから始まり、町内の保育園

児と呼吸をあわせる大玉ころがしやパンくい競争、今年からの新種

目リサイクルゲーム、恒例の変身レースなど充実したプログラムに

会場に集まった皆さんは楽しく汗を流していました。．．．． 
ま応昼食時のアトラクションでは、ゲスト「美川憲二」の毒舌

と歌に場内は笑いと歓声につつまれ、町内飲食店青年部の皆さんの

心のこもったそばやうどんもよりおいしく感じられたことと思いま

す。

参加された方は、「今年も楽しい時間が過ごせました」と満足気

でした。

さnい9ヽ眉？攀眉9ヽii
6月5日から7日までの3日間、大洗海岸で日本フロサーフィン連盟の

サーキット第2戦「'98茨城プロ・アマオーフンサーフィンコンテス

ト・ゴールデンブリード ISUカップ」が開催されました。

大洗での大会も3回目となり、町の夏まつり行事の一環として定着し

てきています。全国各地からプロ・アマのサーファー120名余りが参加

し、オーバーヘッドの絶好の波に力強く、華麗な技を競いあいました。

男女ともに地元茨城県の選手（小野壼夫さん・高橋すみえさん）が優

勝し、数多くつめかけたギャラリーもおおいに盛り上がりました。

また、海水浴シーズンを前に海岸の環境美化を進めようと、運営スタ

ッフらが「愛すべき海をきれいに」と競技の合間に観客に呼びかけ、海

岸周辺のこみ拾いを行いました。

亨幽塁冨〗

曇 i` 疇
Y
u
 

▲優勝した小野選手 「よっしゃーやったぜ ！」

入

▲熱心に聞き入る学生の皆さん

人生まだまだ勉器
初夏を思わせる陽気となった6月8日、町高年者大学の入学

式が老人憩いの家で行われ、 92名（第30期生）の皆さんが入

学されました。

第1回目として、当大学の学長でもある小谷町長が講師とな

り、大洗町の展望等について話をしました。

完成間近の健康福祉センターの活用や全国でも屈指の規模と

なる水族館の建設計画、土地道路などの開発、商店街の活性化

等町づくりについての話や長寿社会へ向けての希望あふれる話

題に高年者の皆さんは熱心に耳をかたむけていました。

来年3月まで、 6回行われる高年者大学は、交通安全教室、

福祉施設の見学、焼き物教室、健康づくりなど盛りだくさんの

内容になっています。

入学された方は「何事にも興味を持って、学んでいきたい」

と意気込みを語っていました。

(l l) 広報おおあらい '98.7.6 



南
中
学
校
が
全
面
改
築
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
懐
か
し
い

校
舎
と
の
お
別
れ
会
を
南
中
P
T
A
主

催
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
｀
そ
し
て
卒
業
生

の
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時
／
7
月
21
日
（
火
）
1
5
時
か
ら

場
所
／
南
中
学
校

内
容
／
お
別
れ
の
あ
い
さ
つ
、
校
歌
斉

唱
、
大
洗
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

「

36年
間
ご
く
ろ
う
さ
ま
」

南
中
校
舎
と
の
お
別
れ
会

＜
 

今
年
の
う
ち
に
め
で
た
＜
金
婚
式
を

お
迎
え
に
な
る
こ
夫
婦
を
表
彰
い
た
し

ま
す
。

対
象
／
町
内
に
住
ん
で
お
り
、
平
成
lO

年
1
月
ー
日
か
ら
1
2
月
31
日
ま

金
婚
式
（
結
婚

50周
年
）
記
念

表
彰
の
お
知
ら
せ

自
衛
隊
訓
練
支
援
艦
「
く
ろ
べ
」
の
体

験
航
海
及
び

＿
般
公
開

（無
料
）

日
時
／
7
月
1
9
日

（日）

受
付
1
2
時
3
0
分
＼
1
3
時
2
0
分

体
験
航
海
1
3
時
3
0
分
1
1
5
時

7
月
2
0
日
（
月
）

（
午
前
の
部
）

受
付

9
時
1
9
時
5
0
分

体
験
航
海
1
0
時
＼
11
時
3
0
分

（
午
後
の
部
）

受
付
1
2
時
3
0
分
＼
1
3
時
2
0
分

体
験
航
海
1
3
時
3
0
分
1
1
5
時

※
一
般
公
開
は
、
7
月
2
0
日
（
月
）

1
5
時
3
0
分
1
1
7
時
3
0
分
（
最
終
乗
艦
時

間
17
時）

行
程
／
大
洗
港
0
大
洗
沖

問
合
せ
／
大
洗
港
湾
事
務
所

6

(
2
6
7
)
2
7
0
0
 

ヨ
ッ
ト
・
ボ
ー
ト
教
室

（無
料
）

日
時
／
7
月
2
7
日
（
月
）

対
象
／
町
内
の
小
中
学
生
と
そ
の
父
兄

問
合
せ
／
大
洗
マ
リ
ン
固

6

(
2
6
7
)
5
9
9
3
 

じ
ゅ
ん
、

海
の
旬
間
(

7

月

20S31日
）

ー

海
と
語
ろ
う
夢
・
未
来
—

7
月
は
「
社
会
を
明
る
＜
す
る

運
動
」
強
調
月
間
で
す

で
の
間
に
金
婚
式
を
迎
え
る
夫

婦
（
昭
和
2
3
年
1
月
1
日
か
ら

12月
31
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た

方
）
た
だ
し
、
戸
籍
上
で
婚
姻

讐
に
あ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

場
所
／
9
月
1
5
日
に
行
わ
れ
る
敬
老
会

の
席
上
で
表
彰
い
た
し
ま
す
。

申
請
／
申
請
書
に
よ
り
役
場
福
祉
課
ま

で
。
申
請
用
紙
は
、
福
祉
課
、

民
生
委
員
、
高
年
者
ク
ラ
ブ
会

長
宅
に
あ
り
ま
す
。

締
切
／
8
月
7
日
（
金
）

選
考
／
申
請
書
の
受
理
後
、
審
査
に
よ

り
決
定

問
合
せ
／
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

（
内
線

「
社
会
を
明
る
＜
す
る
運
動
」
は
、

今
年
で
第
4
8
回
目
を
迎
え
、
す
べ
て
の

国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
犯
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。

本
町
で
は
、
社
会
を
明
る
＜
す
る
運

動
の
推
進
と
し
て
大
洗
駅
前
に
お
い
て

大
洗
保
護
司
連
絡
会
が
中
心
と
な
り
、

街
頭
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
こ
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
福
祉
課
（
内
線
ー

5
l
)

ー

5
3

く、
0
8
 

大
洗
高
校
教
室
開
放
講
座
「
大
洗
町

の
歴
史
と
文
化
」
（
全
8
回
）
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
（
参
加
費
無
料
）

人
数
／
お
よ
そ
5
0
名
以
内
（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
に
「
教
室
開
放
講

座
申
込
み
」
と
こ
記
入
の
上
、
住
所

・

氏
名
・
電
話
番
号
を
添
え
て
（
締
切

7
/
31) 

-
T
3
1
1
|
1
3
1
1
 大
貫
町
2
9

大
洗
高
校
内
松
沢
克
昭
宛
ヘ

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
（
内
線
3
5
9
)

詳
し
く
は
7
月
8
日
付
週
報
に
1

▼
B
S
内
蔵
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
3
台

(6
6
0
、

0
0
0
円
相
当
）

第

一
中
学
校
備
品
と
し
て

郷
土
に
生
き
た
先
人
の

足
跡
を
た
ど
る

'98六洗の夏まつり

9
年
度
第

＿
中
学
校
卒
業
生

一
同

▼
紙
折
り
機
、
専
用
台
付
ー
台

(
2
4
6
、

0
0
0
円
相
当
）

南
中
学
校
備
品
と
し
て

9
年
度
南
中
学
校
卒
業
生

一
同

▼
小
鳥
巣
箱
（
木
製
）
9
5
箱

(
1
0
4
、

5
0
0
円
相
当
）

小
中
学
校
の
教
材
用
と
し
て

磯
浜
町
8
0
6
5

与
利
木
水
産
卸

清

水

実

▼
桜
苗
木
（
染
井
吉
野
）
ー

2
0
本

(
1
8
0
、
0
0
0
円
相
当
）

緑
化
推
進
の
た
め

五
反
田
2
9
ー
の
2

小
沼
酉
之
助

▼
大
貫
小
学
校
校
旗

(l
、

0
0
0
、

0
0
0
円
相
当
）

大
貫
小
学
校
備
品
と
し
て

道
川
進
（
前
大
貫
小
学
校
校
長
）

▼一

金

l
o
o
‘
0
0
0
円

教
育
振
興
基
金
と
し
て

磯
浜
町
6
8
B
l

石
井

藤
吉
郎

イベントの名称 開催日 開催 場 所

98ピーチパレー
7月25日（土）

in大洗 26日（日） 大洗サンビーチ

9 00~15 00 

花火大会
7月25日（土）

大洗サンピーチ
19 30~21 00 

神事8月25日（火） 大洗磯前神社

八朔祭
ロー

（歩行者天国他）
8月22日（土）

（麟踊りバレード他）
23日（日） 全 町

ボディボード 8月23日（日）
大洗サンビーチ

カーニバルin大洗 9 00~16 00 

◎海水浴場安全祈願祭 7月15日（水）10時30分大洗海岸
◎海水浴場開設期間 7/18（土）～8/16（日）の30日間
◎問合せ 商工観光課（内線331)

'98.7.6 広報おおあらい (12) 



水戸地方広域市町村圏協議会

第38回水戸黄門まつり ＜置9
8月7日 （金）

千波湖フェスティバル 12:00~22 

花火大会〔雨天の場合は75日（土）〕

79:30~27 : 00 千波湖

8月8日 （土）

山車フェステイバル 75: 00~77: 00 

市民カーニバル 77: 00~27 : 00 

中央郵便局～大工町交差点

タウン・フェスティバル（本町）

17:oo~22: 00 本町l丁目～3丁目

8月9日（日）

ミュージックギャラリー 70: 00~14:00 

水戸駅北ロペデストリアンデッキ

神輿連合渡御と水戸の子広場

下市・赤塚地区 70: 00~7 7 

上市地区 74: 00~78: 00 

※水戸の子広場については上市地区のみ

タウン・フェステイバル（上市）

78: 00~27 : 00中央郵便局～大工町交差点

問合せ／水戸観光協会fl(224) 044 7 

00 

30 

98オーシャン ・プルー ・ジャズ ・
フェステ ィバル ・イン・ひたちなか

8月28日 （金） ～8月30日 （日）

アジア最大規模のジャズ・フェステイバル

日野皓正、大西順子、ハービーハンコック、

キャリースミスなどが出演。

入場料はプロック指定有料

場所／国営ひたちなか海浜公園水のステージ

問合せ／ひたちなか市文化会館（文化 ・スポーツ

振興公社） 合 (275)1122

喝

第20回東海まつり

｀ 
7月31日 （金）〔前夜祭／花火大会〕

19:00~21~00 阿漕ケ浦公園（国道245沿）

8月1日 （土）〔本祭〕 駅東大通り

オープニングセレモニー 14:00~15 

神輿渡御•山車バレード 15:00~19 

ステージ演奏ほか 19: 00~21 : 00 

問合せ／東海まつり実行委員会事務局

合 (283)214 l 

第4回なかひまわり7ェスティバル

00 

00 

｀ 
8月8日 （土）10:00~21 00 那珂総合公園

〔雨天時には8月9日（日）に順延〕

ひまわり迷路スタンプラリー、 郷土芸能、

コンサー ト、花火ほか各種イベント

問合せ／なかひまわりフェステイバル実行委員会

事務局合 (298)1111 内線232

川魚つかみどり大会

00～那珂川

｀ 
大桂大橋上流8月14日 （金）70

対象／小学生以下

問合せ／桂村役場産業課fl(289) 22 l l 

国
保
税
は
、
平
成
9
年
中
の
所
得
及

び
今
年
度
の
固
定
資
産
税
を
基
礎
に
8

月
に
確
定
し
ま
す
。
所
得
の
申
告
を
し

な
い
と
減
額
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
有
無
に
か
か
わ
ら
す
必
す
申
告

し
て
下
さ
い
。

減
額
制
度

納
税
義
務
者
（
世
帯
主
）
及
び
世
帯

に
属
す
る
被
保
険
者
の
前
年
中
の
所
得

の
合
算
額
が
3
3
万
円
以
下
の
場
合
は
国

午
前
5
時
＼

午
後
3
時

▽
日
曜
日
午
前
4
時
＼
午
後
3
時

※
大
洗
花
火
大
会
当
日
(

7

月
2
5
日
）

は
、
午
後
日
時
ま
で
有
料
。

駐
車
料
金
／
▼
大
型
車
2
、

3
4
0
円

▼
中
型
車
9
7
0
円

▼
普
通
車
7
6

0
円
▼
二
輪
車

・
原
付
3
1
0
円

問
合
せ
／
商
工
観
光
課

（
内
線
3
3
l
)

〈入場料〉

※町内在住の小中学生は無料です

国
民
健
康
保
険
税
の

減
額
制
度
に
つ
い
て

国
民
年
金
で
は
会
社
員
や
公
務
員
の

夫
（
ま
た
は
妻
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
配
偶
者
を
第
3

号
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。
こ
の
方
の

保
険
料
は
、
そ
の
夫
（
ま
た
は
妻
）
の

加
入
年
金
制
度
が
負
担
す
る
の
で
、
個

別
に
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
第
3
号
被
保
険
者
と

な
る
た
め
に
は
、
国
民
年
金
係
へ
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
配
偶
者
は

国
民
年
金
の
I

届
出
l

を
お
忘
れ
な
く

ま
た
、
す
で
に
第
3
被
保
険
者
の
方

で
も
、
夫
（
ま
た
は
妻
）
が
転
職
な
ど

で
加
入
年
金
制
度
が
変
わ
っ
た
と
き

（
た
と
え
ば
厚
生
年
金
か
ら
共
済
組
合

へ
）
も
、
改
め
て
種
別
確
認
の
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
届
出
が
2

年
以
上
遅
れ
る
と
、
2
年
を
過
ぎ
た
期

間
は
未
納
扱
い
と
な
っ
て
し
ま
い
、
年

金
を
受
給
す
る
と
き
不
利
に
な
り
ま
す

の
で
、
該
当
す
る
方
は
必
す
届
出
を
し

て
下
さ
い
。

「届
出
」
に
必
要
な
書
穎
は
役
場

・
国

民
年
金
係
へ
こ
請
求
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
住
民
課
国
民
年
金
係

（
内
線
l
l
4
)

有
料
時
間
／

▽
平
日
・
土
曜
日

区 分 個 人 (30団名体以上）

般 360円 290円

高校 生 290円 230円

>
中学生 770円 130円

小3学歳生以以上下 740円 110円

保
税
の
均
等
割
額
と
平
等
割
額
の
6
割

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
所
得
の
合
算
額
が
3
3
万
円
に

世
帯
主
を
除
く
被
保
険
者

1
人
に
つ
き

2
4
万
5
千
円
を
加
え
た
額
以
下
の
場
合

に
均
等
割
額
と
平
等
割
額
の
4
割
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
／
保
健
課
（
内
線
1
2
1
)

「届
出
』
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
出
は

夫
（
ま
た
は
妻
）
の
勤
務
先
で
行
わ
れ

る
被
扶
養
配
偶
者
と
し
て
の
認
定
手
続

き
に
よ
り
、
自
動
的
に
行
わ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
こ
注
意
下
さ

ーヽ

。
し

有
料
駐
車
場
の
開
設

有
料
駐
車
場
／

①
大
洗
都
市
公
園
内
駐
車
場

②
県
立
大
洗
海
浜
公
園
内
町
営
駐
車

場③
角

一
下
町
営
駐
車
場

有
料
期
間
／
7
月
1
8
日
（
土
）

1

8
月
2
3
日
（
日
）

開
設
期
間
／
7
月
2
1
日
（
火
）

1

8
月
2
5
日
（
火
）

開
設
時
間
／
午
前
9
時

1
午
後
4
時

30分

※
荒
天
時
に
は
、
閉
鎖
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

（
内
線
3
5
8
)

町
営
プ
ー
ル
の
開
設

(13) 広報おおあらい '98.7.6 



日
時
／
7
月
2
3
日
（
木
）

午
前
1
0
時
＼
午
後
3
時

場
所
／
役
場
3
階
会
議
室

相
談
者
／
弁
護
土
（
午
前
中
の
み
）
、

人
権
擁
護
委
員

主
催
／
水
戸
地
方
法
務
局

・
水
戸
人
権

擁
護
委
員
協
議
会

相
談
料
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
町
長
公
室
（
内
線
2
1
4
)

相
談
日
／
7
月
1
7
日

・
24日

・
31日

8
月
7
日

・
14日

・
21日

場
所
／
商
工
会
館
婦
人
研
修
室

時
間
／
午
後
ー
時
3
0
分
1
3
時

※
た
だ
し
、
8
月
2
1
日
だ
け
は
、
弁
護

士
の
先
生
が
相
談
を
受
け
て
く
れ
ま

す
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。
8
月
2
1
日

の
み
予
約
が
必
要
で
す
。

申
込
／
社
会
福
祉
協
議
会

（
内
線
ー
6
ー
）

心
配
こ
と
相
談

人
権
特
設
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す

＜
 

人

大
洗
町
高
校
生
会
で
は
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
育
成
や
指
導
、
奉
仕
活
動

へ
の
参
加
や
高
校
生
同
士
の
交
流
を
深

め
る
行
事
等
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

夏
休
み
に
も
、
た
く
さ
ん
の
行
事
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
ま
す
。

例
え
ば
、

子
供
会
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る

「
ま
る
ご
と
北
海
道
体
験
教
室
」

ア
イ
ア
ン
キ
ッ
ズ
活
動
（
サ
バ
イ
バ

大
洗
町
高
校
生
会
に

レ
ッ
ツ
、
ト
ラ
イ

毎
日
の
暮

nし
の
中
で
の
疑
問
を
お

も
し
ろ
科
学
の
実
験
や
体
験
を
適
し

て
、
科
学
の
世
界
ヘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

「
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

小
中
学
生
に
科
学
の
お
も
し
ろ
さ
を

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
教
ス
て
い
た
だ

け
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
（
内
線
3
5
4
)

ル
キ
ャ
ン
プ
）
等
々

町
内
の
高
校
生
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
（
内
線
3
5
4
)

■休
館
日

7
月
6
日
（
月
）
1
3
日
（
月
）

20日

（月
）
2
7
日
（
月
）

8
月
3
日
（
月
）

・
10
日
（
月
）

■貸
出
時
間

午
前
9
時
3
0
分
＼
午
後
4
時
3
0
分

■貸
出
期
間

2
週
間
(

l

人
3
冊
ま
で
）

※
夏
休
み
期
間
(

7

月
1
9
日
1
8
月
3
1

日
）
は
、
貸
出
時
間
が

1
時
間
延
長
さ

れ
午
後
5
時
3
0
分
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

ひ
な鄭
の
記
憶

お
も
し
ろ
博
士
（
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク

ー
ル
ス
タ
ッ
フ
）
大
募
集
11"

井
上
た
か
ひ
こ
•
著

成
山
堂
書
店

ッ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の
秘
宝
、
コ
ロ
ン

ブ
ス
の
船
の
行
方
、
海
底
都
市
へ
の
探

検
な
ど
「
失
わ
れ
た
世
界
」
を
求
め
て

世
界
の
海
に
潜
る
I

大
洗
町
出
身
で
水
中
考
古
学
者
の
著

者
が
自
ら
の
体
験
を
も
と
に
描
く
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
物
語

内
田
康
夫
•
著

読
売
新
聞
社

「
面
白
い
人
に
会
っ
た
」
？
謎
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
追
っ
て
静
岡
へ
秋
田
へ
浅

見
光
彦
が
跳
ぷ
！
静
岡
・
秋
田
の
天
離

る
邸
の
地
で
起
こ
る
連
続
殺
人
。
迷
宮

の
奥
に
隠
さ
れ
た
意
外
な
真
実
。
真
犯

人
は
つ

R

書

紹

介

水
中
考
古
学
へ
の
招
待

ー
海
底
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ー

●大洗文化センタ―• fl266-2442 

月 日躍 催 事 内容 開始時闊 開催場祝 入陽方法

5 日アニメ映画上映会 1030~ ホー）し 有 料

l 2 日ピアノ発表会 1400~ II 関係者
7 
l 9 日演劇公演（わらび座） 1900~ II 有料

26 日全国カラオケ段位認定大会 900~ II II 

固定資産税（第2期）
国民年金 (7月分）

下水道受益者負担金（第l期）

納期は

7月31日迄です。

'98.7.6 広報おおあらい (14) 



月 日 曜 事業名 対象者 受付実施時間

17 金 日本脳炎接種 3巌から就学前IJ)幼児 •小学校もれ者 13•15 ~ 14 00 

火
機能回復訓練 隠害をもった方で機能訓練が必要な方 9.00~11:00 

21 
日本脳炎接種 3巌から就学前の幼児・小学校もれ者 13・15~14:00 

22 水 三種混合接種 生後3カ月～90カ月未満の乳幼児 13• 15~14 00 

23 木 乳児健診 生生後後36カカ月月～～47カカ月月のの乳乳児児 13:00~14 00 

7 24 金
機能回復訓練 籐害をもった方で機能訓練が必要な方 9:00~11.00 

杜婦IJ)離乳食体験教室 妊娠6カ月～8カ月の初産の方 9.30~13:00 

27 月 機能回復訓練 磁（整害形を外もっ科た医方診で機察能指訓導練）が必要な方 13:00~15:00 

30 木 国保相談 老人医療受給券箭規交付者 9・00~11:30 

金
機能回復訓練 樟害をもった方で楼能訓練が必要な方 9 00~11・00 

31 
親と子の虫歯予耕教室 1歳の幼児及び母親 13 00~14 00 

3 月 母子相談 且親及び乳幼児 9:30~11:00 

4 火 機能回復訓練 障害をもった方で椴能訓練が必要な方 9・00~11 ・00 

8 5 水 一般診査 •相談 前及年び一度般基本住民他康診査で要指導の方 13•O0~ 14 00 

7 金 機能回復訓練 拉（理害学を療もっ法た士方指で椴導能）訓練が必要な方 1300~15:00 

11 火 機能回復訓練 儲害をもった方で機能訓練が必要な方 9 00~11:00 

アイドIL!

夏の「日焼け』
に

こ注意ください

いいじま りょう

飯嶋綾ちゃん

（新町6の2 2歳10カ月）

●父正樹

●母真琴

活発なくせに泣き虫です。

やさしい子に育ってね l

いしざわ まさる

石澤 優くん

（祝町5区 4歳11カ月）

●父昌彦

●母千恵子

とっても、ひょうきんな子

です

健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
蓉
ら
し
の
中
の

健
康
講
座
を
シ
リ
ー
ズ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は

「暮
ら
し
の
中
の
健
康
講
座
ー
健
康

に
よ
い
腸
内
細
菌
育
て
て
い
ま
す
か
ー
」
で
す
。

お
な
か
の
中
の
腸
内
細
菌
の
働
き
を
学
び
、
健

薯
nし
の
中
の
健
康
講
座

受
講
者
募
集

康
づ
く
り
に
生
か
す
講
座
に
こ
参
加
く
だ
さ

い
。（
費
用
無
料
）

日
時
／
7
月
30
日
（
木
）

午
後
ー
時
30
分
1
3
時
30
分

講
師
／
国
立
感
染
症
研
究
所

食
品
微
生
物
室
長
森
下
芳
行
氏

定
員
／
1

5

0

名
（
定
員
を
越
え
た
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
）

募
集
期
間
／
7

月
22
日
ま
で

申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に
住
所

・
氏
名

・
年

齢

・
電
話
番
号
・
講
座
名
を
記
入
の
上
、
お
申

し
込
み
下
さ
い

問
合
せ
・
申
込
／
茨
城
県
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー

一丁
3

1

0

1

0

8

5

2

水
戸
市
笠
原
町
9

9

3

ー

2

6

0

2

9

(

2

4

3

)

4

ー

7
ー

も
う
少
し
で

「梅
雨
」
も
終
わ
り
、
あ
っ

1
い
夏
が

や
っ
て
き
ま
す
。
海
に
行
く
と
、
ジ
リ
ジ
リ
と
照

nす

太
陽
の
下
で
裸
で
寝
て
い
る
人
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

「日
焼
け
」
を
楽
し
む
人
々
で
し
ょ
う
か
？
．夏
は
や
っ

ぱ
り
ち
ょ
っ
と
日
焼
け
し
て
い
る
ぐ
ら
い
の
ほ
う
が
健

康
的
で
カ
ッ
コ
よ
く
み
え
ま
す
よ
ね
。
で
も
そ
こ
に
落

と
し
穴
が
あ
り
ま
す
。
皮
惑
が
ん
の
問
題
で
す
。

ふ
だ
ん
私
た
ち
が
浴
び
て
い
る
太
陽
光
線
の
中
に

は、

「
紫
外
線
j
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
紫

外
線
は
と
て
も
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
て
、

そ
の
強
い
エ
ネ
ル
ギ
—

が
皮
膚
の
細
胞
の
遺
伝
子

に
傷

を
つ
け
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
が
ん
化
し
や

す
く
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

皮
膚
が
紫
外
線
に
当
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち

の
体
に
必
要
な
ピ
タ
ミ
ン
0
が
作
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ

が
不
足
し
な
い
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
日
光
浴
は
必
要

で
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
紫
外
線
の
強
い
時
期
に
、

長
い
時
間
日
光
浴
を
し
た
り
、
繰
り
返
し
強
い
紫
外
線

を
浴
び
て
い
る
と
、
遠
伝
子
に
た
く
さ
ん
の
傷
が
つ
き
、

が
ん
に
な
る
危
険
性
が
増
す
と
い
う
わ
け
で
す
。

〈紫
外
線
か
ら
体
を
守
る
た
め
に
…
〉

紫
外
線
の
強
い
午
前
中
に
外
出
や
運
動
を
す
る
と
き

に
は
、
帽
子
を
か
ぶ
り
長
袖
を
着
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
露
出
し
て
い
る
顔
な
ど
に
は
、
日
焼
け
止
め

ク
リ
ー
ム
を
塗
る
の
も
効
果
的
で
す
。

ま
す
自
分
た
ち
で
自
覚
し
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
、
が
ん
予
防
の
第

一
歩
で
す
。

（
保
健
婦
照
山
美
樹
記
）

健康まつり健康標語
•おいしく食べて 適度な運動 それが我が家の健康秘訣

•今日もまた よい習慣で健康づくり

●規則正しい食生活 笑顔でつつむ家族愛

(15) 広報おおあらい '98.7.6 



是禿豚館の神応
n←n し^ 、さ

＜
 

ホンソメワケベラ
当館で展示している全長10cm程のホンソメワケベラは、

ひる えら

大きな魚にも怯むことなく体表、鰈口の中を懸命につつ

いている光景がよく見られます。でも、 食べられそうな雰

囲気が全くないのです。実は、この魚は掃除共生をする事

で知られ、他の魚についている寄生虫等を食べてしまう海

の掃除屋さんなのです。自然界では、この魚のシンボルマ

ークである青に黒帯の模様を目印に、掃除をしてもらうた

め、順番待ちをしている魚たちの様子が見られます。

(_ ¥ 
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